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◆ 研究概要 

 ２型糖尿病・メタボリックシンドロームの病態の解明と治療法・予防法の開発 
 リウマチ・膠原病の早期発見・早期治療薬の開発に関する研究 
 肺癌の早期発見・早期診断法の開発に関する研究 
 喘息や慢性閉塞性肺疾患の病態の解明と治療法の開発の研究 
 ２型糖尿病・リウマチ・喘息の遺伝的素因に基づいた医療（オーダーメード医療）の開発 
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